
 平成24年度 公園施設長寿命化計画策定業務委託 実施概要 （発注者：長野県某市）   プロファ設計株式会社 

作業フロー 

現地調査 

長寿命化計画の検討と策定 

ライフサイクルコスト縮減額の算出、年次計画検討 

健全度調査・判定 

劣化予測、経年劣化による補修サイクル検討 

（１）計画準備
（既存公園台帳、維持管理記録の収集と整理）

・公園施設ごとに、公園台帳等を収集・整理する。

（２）健全度調査票の作成
・現地調査を行う前に、公園台帳等から得られたデータ
を基に、健全度調査票を作成する。

START

（３）予備調査の実施

（４）健全度調査
a.一般施設調査
b.遊具調査

c.土木構造物調査
d.建築物調査

・施設特性に応じて、専門知識を
持つ技術者等が調査する。
・施設の部材劣化、損傷、美観
的状況を確認する。
・健全度調査票に記録する。

予備調査

（５）健全度判定
・健全度調査結果から、ABCDの４段階で評価する。

～健全度ランク～
A→全体的に健全。
B→全体的健全だが部分的に劣化。要観察。
C→全体的劣化。部分補修、部分更新必要。
D→顕著劣化。利用禁止、要緊急対策。

（６）緊急度判定
・健全度に応じて緊急度（高中低）を設定する。

～緊急度ランク～
高→健全度D施設、Cで優先対策すべき施設
中→優先対策しない健全度C施設
低→健全度B施設、健全度A施設

現地調査

（７）基本方針の設定
・長寿命化のための基本方針の設定

今後の健全度調査頻度、予防保全の管理水準を設定
・日常的な維持保全に関する基本方針の設定

公園管理体制、定期点検の方針、事後保全の管理水準を設定

（８）公園施設の長寿命化対策の検討

基本的事項の整理

予防保全型管理における長寿命化対策の検討

予防保全型管理における長寿命化対策費算出

年次計画の検討

・対策時期の設定
・対策方法の設定
・使用見込み期間設定
・健全度調査頻度設定

・維持保全費用
・健全度調査費用
・対策費用

（９）公園施設の長寿命化対策による効果
（ライフサイクルコストの縮減額の算出）

・長寿命化対策を実施した場合と、実施しない場合の
ライフサイクルコストを算出し、差額を求める。

単年度あたり
LCC縮減効果が
あるか？

長寿命化対策の
見直しが必要
か？

基本方針の見直
しが必要か？

（１０）公園施長寿命計画書の作成

END
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写真

24 年 8 月 6 日

（第 1 回） 24 年 9 月 4 日

A B C D 高 低 高 中 低

ステップおよび手すりに塗膜すり減り、剥離が見られる。

塗装の剥離、すり減り、浮錆が目立つ状態である。

安全領域

その他健全度判定における特記事項

美観状況

接地した部材等に塗膜剥離および発錆が見られる。

本体と周辺物との離隔が不足している。
固い面（インターロッキング）に設置されている。

指の挟み込み、ボルトの突起、絡まり引っかかり箇所が見られる。
基礎コンクリートが露出している。

規準一般規定

構造材・消耗材

ステップの塗膜すり減り、地際に浮錆が見られる。

部材

登行部

出発部

柱

利用禁止としない

劣化状況

健全度判定

利用禁止の判定 利用禁止とする

側板および手すり等に塗膜すり減り、剥離、発錆が見られる。
ローラー部材に凹みが見られる。

滑降部

緊急度判定指標考慮

調査日

基準適合状況（安全指針、バリアフリー法）

本体と周辺物の離隔不足、指の挟み込み等に不適合あり。

-

健全度（A＞B＞C＞D：Aが一番健全） 平成

バリアフリー法

管理類型

利用・管理状況
と管理者の意向

平成撮影日

規模

遊戯施設公園施設種類

公園施設名

施設コード

数量

滑り台

1基

主要部材 鋼

H5（1993）

19年

15年

予防保全型

安全指針

使用禁止。修繕をお勧めします。

健全度調査票（遊戯施設）

№

公園名

12

北公園

設置年度

経過年数

処分制限期間

遊戯施設(遊具)調査 
干割れが見られた。

材質 木 健全度 B
6

材質 木

コメント 高欄支柱基部の腐食

部材名 高欄桟木

コメント

コメント 全体的に色褪せしている。

材質

健全度 C

材質 木 健全度 C

写真№

C

材質 - 健全度

写真№

部材名 高欄支柱 写真№ 5

コメント

-

部材名 高欄支柱金物 写真№ 3 4高欄、床板部材名

部材名 -

コメント 全景

材質 - 健全度 -
写真№ 2部材名 1写真№-

コメント 全景

金属 健全度

損傷写真

12年経過年数木製人道橋（西側）(高梨館跡公園)

健全度判定 C

コメント

施設名

全体写真
　鋼材部分は健全であるが、支承附近が土砂堆積
によって腐食環境にあり、アンカーボルトに浮錆が
見られた。
　木製の高欄及び床版は全体的に色褪せが見ら
れ、雨水が溜まりやすい高欄支柱基部は深さ5～
15cm程度腐食している。
　また、高欄支柱の金具釘浮きによる怪我のおそれ
がある。

防食金物の釘が浮いており、引っかか
り怪我のおそれがある。

園路広場(木橋)調査 

健全度 B

コメント カバー割れ

部材名 外壁

コメント 板の干割れ

材質 樹脂 健全度 B 材質 木

材質 竹 健全度 B

部材名 外壁コンセント 写真№ 5 写真№ 6

コメント 色褪せ

部材名 窓格子

コメント 色褪せ、釘抜け

材質 木 健全度 B

材質 - 健全度 -

部材名 外壁 写真№ 3 写真№ 4

部材名 -

コメント 全景写真

材質 - 健全度 -
写真№ 2部材名 1写真№-

コメント 全景写真

コメント

施設名

全体写真

損傷写真

23年経過年数便所(高梨館跡公園)

健全度判定 B

　設置後23年経過しているが、H20に改修され、指
定管理者によって適切な維持管理がなされており、
健全である。
　外装木材下部の雨かかり部分は色褪せが見られ
るので時期をみて保護塗料もしくは防腐剤を塗布す
るのが望ましい。
　内装の損傷は軽微なものが多く、経過観察によっ
て時期をみて補修するのが望ましい。

便益施設(トイレ)調査 

　設置後30年程度経過しているが、適切な管理・維持補
修がなされている。
　ステージ屋根の支柱に構造的なひび割れと思われるも
のが発生しているが、現時点では致命的なものではない
ので、出来るだけ早期に補修を行い、長寿命化に備えた
い。
　また、ステージ屋根の漏水については、水切部内壁に
遊離石灰が見られたので、注意監視を行う。
　金属部の塗装については錆汁等で美観を損ねない時期
に塗り替えを実施されたい。

写真№ 6

材質 - 健全度 -

コメント 全景

部材名 -

コメント 全景

材質 - 健全度 -

部材名 - 写真№ 5

写真№ 4

材質 - 健全度 -

コメント 全景

部材名 -

コメント 全景

材質 - 健全度 -

部材名 - 写真№ 3

写真№ 2

材質 - 健全度 -

コメント 全景

部材名 -

コメント 全景

材質 - 健全度 -

部材名 1写真№-

コメント全体写真

損傷写真

28年（推定）経過年数野外ステージ(一本木公園)

健全度判定 C

施設名

教養施設(野外ステージ)調査 休養施設(あずまや)調査 

写真

25 年 1 月 29 日

（第 1 回） 25 年 1 月 29 日

A B C D 高 低 高 中 低

H15照明灯塗装　300千円

H23照明灯修繕　140千円

美観状況

その他健全度判定における特記事項

支柱
断面減少を伴う腐食が部分的に見られた。
健全度D：1基、健全度C：2基、健全度B：6基

利用禁止の判定 利用禁止とする 利用禁止としない

劣化状況

部材 構造材・消耗材

バリアフリー法 適用外

健全度（A＞B＞C＞D：Aが一番健全） 調査日 平成

健全度判定 指標考慮 緊急度判定

利用・管理状況
と管理者の意向

基準適合状況（安全指針、バリアフリー法）

安全指針 適用外

処分制限期間 18年

管理類型 事後保全型 撮影日 平成

主要部材 スチール

設置年度 不明（S59と推定）

経過年数 28年（推定）

数量 9基

規模

公園施設名 照明灯

施設コード

公園名 一本木公園

公園施設種類 管理施設

健全度調査票（管理施設）

№ 53

◆照明灯支柱の劣化予測について

・健全度Bになる時期
22 年経過後

・健全度Cになる時期
27 年経過後

・健全度Dになる時期
31 年経過後

※健全度はAを1、Bを2、Cを3、Dを4とする。

y = 0.354 e0.079 x

R2 = 0.942 
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経過年数（年）
照明灯支柱の腐食劣化予測

◆劣化予測に基づき、更新時期を推定する。

①健全度Aの場合

設置年度から31年後に更新

②健全度Bの場合

B? Dに要する年数、31‐22=9年後に更新

③健全度Cの場合

C? Dに要する年数、31‐27=4年後に更新

管理施設(照明灯)調査 

◆木材保護塗料塗り（改修工事）（単価は建築施工単価2011冬号）
数量 単位 単価 金額

10 ㎡ 330 3,300
10 ㎡
0.7 人 22,950 16,065
0.8 ｋｇ 1,688 1,350
0.8 ｋｇ 1,688 1,350
0.6 ｋｇ 1,688 1,013
15 ％ 3,713 557
10 架㎡ 690 6,900

30,534
3,053

※木材保護塗料は、16L　30，000円（和信化学工業　ガードラックｐｒｏ）を想定した。

◆木材保護塗料の経年劣化状況 ※写真より、6年周期で再塗装を見込む。

6年経過　一本木公園管理小屋 9年経過　文化公園倉庫

9年経過　文化公園倉庫 12年経過　西条宮の森便所

15年経過　文化公園倉庫 22年経過　文化公園管理棟

22年経過　文化公園倉庫 23年経過　高梨館跡便所

備考
小規模につき、×1.5

小規模につき、×1.5

木材保護塗料
木材保護塗料
諸雑費

1㎡当り塗装費用

名称

木材保護塗料塗り
下地調整　木部RB種

単管1本足場

塗装工
木材保護塗料

◆屋根防水層更新（改修工事）（単価は建築施工単価2011冬号）
数量 単位 単価 金額

10 ㎡ 1,500 15,000
10 ㎡ 3,825 38,250

0.05 ｍ3 6,000 300
0.096 ｔ/台 5,500 528
0.05 ｍ3 15,000 750

30 架㎡ 690 20,700

75,528
7,553

※上記より、シート系の防水は耐用15年とした。

◆屋根防水の経年劣化状況

一本木公園便所　推定28年経過　 一本木公園便所　推定28年経過　
（シート露出防水） （シート露出防水）
防水層の全体的な剥離。 防水層の全体的な剥離。

東町公園便所　推定39年経過　 東町公園便所　推定39年経過　
（アスファルト保護防水） （アスファルト保護防水）
保護モルタルの全体的な浮き。 室内天井の漏水。

1㎡当り防水改修費

Ｌ3.2*4*Ｈ2.3想定

小規模につき、×1.5
廃材積み込み
廃材運搬4tDT
廃材処分費

単管1本足場

名称 備考
既存防水層撤去 小規模につき、×1.5
シート露出防水

◆木製遊具の劣化予測について

・健全度Bになる時期
6 年経過後

・健全度Cになる時期
11 年経過後

・健全度Dになる時期
15 年経過後

※健全度はAを1、Bを2、Cを3、Dを4とする。

◆金属部材全般（遊具）の劣化予測について

・健全度Bになる時期
14 年経過後

・健全度Cになる時期
22 年経過後

・健全度Dになる時期
27 年経過後

※健全度はAを1、Bを2、Cを3、Dを4とする。
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木製遊具の腐食劣化予測
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経過年数（年）
金属部材全般の腐食劣化予測

C 中

480 480 480 480 480 480 480 480 480 480

1,410

480 480 1,890 480 480 480 480 480 480 480

480 480 480 480 480 480 480 480 480 480

15 15

1,600

1,410

480 480 3,490 480 495 480 480 480 480 495

単年度ライフサイクルコスト

50年

41,630

833千円/年

使用見込期間（年）

維持保全費・調査費（千円）

補修費・更新費（千円）

23,520

18,110

48,450

縮減効果縮減効果項目 事後保全 予防保全

ライフサイクルコスト（千円）

60年

28,410

20,040

808千円/年 25千円/年

屋根
防水層の更新
7.5千円/㎡*20㎡
諸経費×1.3※部分更新とする。

H27(2015)に実施
以降15年後の2030に実施 15年 200

費用（千円）

年度

18,110

予防保全　計 13,440 7,840 27,170 48,450

更新費 0 1,410 16,700

90

補修費 0 1,600 330 1,930

健全度調査費 0 30 60

～2044

計

計（千円）

維持保全費 13,440 4,800 10,080 28,320

1,410 16,700

長寿命化対策しない場合（事後保全）の概算費用

2
0
1
7

2
0
1
8

長寿命化対策した場合（予防保全）の概算費用

2013

～2022

計

2023

4,800

2
0
1
9

評価期間
費用計
（千円）

18,110

事後保全　計 13,440 6,210 21,980 41,630

更新費 0

2
0
1
6

2
0
2
0

5,280 23,520

補修費 0 0 0 0

維持保全費 13,440

計

2
0
1
3

2
0
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4

2
0
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5

2
0
2
1

長寿命化対策しない
場合（事後保全）

長寿命化対策した
場合（予防保全）

50年

2034年

使用見込期間

更新見込年度

1984年

～2012年

2
0
2
2

1,600

1,140

330

使用見込期間 60年

更新見込年度 2044年

1984+30≒H27(2015)に実施

1984+30≒H27(2015)に実施

H19+25年＝H44（2032）に実施

40年

30年

30年

25年

- 16,500

建物内部

各種設備

外観

背面アルミドア交換　50千円/箇所
諸経費×1.3
※部分更新とする。

壁タイル改装　14千円/㎡*55㎡
パーテイション交換　4箇所*115千円
諸経費×1.3

便器更新和式4基*120千円
洋式1基*140千円、小用2基*130
千円諸経費×1.3※部分更新

外壁再塗装
8.5千円/㎡*30㎡
諸経費×1.3

予防保全の
対策費

（千円/数量）

予防保全
の交換
サイクル

部位・素材
具体的長寿命化対策

構造材・消耗材
対策実施時期

建物外部 H27(2015)に実施 70

数量・面積 1棟 23.3㎡ 計画期間 10年

主要部材 鉄筋コンクリート 10年間の概算費用（千円） 7,840千円

施設コード 更新見込み年度 2044年

公園施設名 北便所 健全度・緊急度

一本木公園 経過年 28年

公園施設種類 便益施設 処分制限期間 50年

公園施設ライフサイクルコスト算出根拠 策定年度： 2012年

健全度 緊急度

№ 40 設置年度 1984年

公園名

480

更新費
撤去費：36.42*23.3+66.2=900
建設費：636.056*23.1＾1.02=15600
7坪（23.1㎡）で更新、諸経費込

事後保全：1984+50=2034

予防保全：1984+60=2044

維持保全費
トイレ清掃として
8千円/人*0.50日*120回
3日に1回、1人工で4時間を計上

年間120回 1年

設置年度 経過年数 処分制限期間など H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

一本木公園 近隣 S59

四阿
遊具・野外ステージ・RC便所・パーゴラ
管理小屋
遊具・木造便所

S57
S59
H18
H20

30
28
24
4

四阿、パー
ゴラ、S59
の遊具は
期間を過
ぎている

遊具7
パーゴラ1
四阿1
ステージ1
便所2
小屋1

    11,400         210       6,640 860        1,930      890                  40

高梨館跡公園 近隣 H6
木造便所
木化粧人道橋

H1
H6

23
18

概ね期間
いっぱいで
ある。

便所1
人道橋2

        740             -         490 -            1,460      320                    -

北公園 地区 S51

遊具
遊具
四阿
木造便所
遊具

H3
H5
H6
H10
H20

21
19
18
14
4

遊具は期
間を過ぎ
ている

遊具5
四阿1
便所1

      4,010     12,440     32,350     32,300             -         660         860

原町公園 街区 S51 水飲み S48 38
擁壁以外
は期間を
過ぎている

一般施設7  -         300             -             -             -       2,700             -

東町公園 街区 S51
遊具・便所
遊具

S48
H7

38
16

遊具は期
間を過ぎ
ている

便所1
遊具4

      2,020             -         590           40             -         660           40

西町公園 街区 S51
スツール
ジャングルジム
ベンチ、便所、複合遊具

Ｓ49
Ｈ10
Ｈ21

37
13
2

一部遊具
が期間を
迎える

遊具6
便所1
一般施設6

        530         270             -         360             -         190         340

西条公園 街区 Ｓ53
遊具、シェルター
便所
遊具

S53
S54
H10

33
32
13

期間を過
ぎている

遊具8
シェルター1
便所1
一般施設7

2,780    700       2,040    -          -          1,270    1,100    

年次計画（費用）
公園名 種別

供用
年度

長寿命化を実施する公園施設
主な公園施設 長寿命化対象

公園施設数

89,155 

26,770 

48,615 

64,528 

22,600 
17,340 
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43,520 
38,200 
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長野県中野市建設水道部都市計画課 

（様式２）公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 北公園　 （地区公園）　 供用年度： 昭和51年11 月

年度 健全度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 H25 H2 6 H2 7 H28 H2 9 H 30 H31 H3 2 H33 H3 4

園路広場 舗装
舗装
※駐車場を
除く

5,5 00 m2 アス ファルト
H1 0
推定

14 10 H2 4 B

局所的に亀甲状ひび割れが見られる。

低 事後

日常の維持保全、 及び日常点検等で劣化や損傷を確認する 。

造成年+処分制限年数×2.5の時期に更新費用を見込む。
1㎡当り　2 千円/㎡×諸経費1.5＝3千円/㎡ H35 年度

園路広場 舗装
舗装
※駐車場を
除く

6 00 ｍ2 コンクリート
H1 0
推定 14 15 H2 4 A

異常なし。

低 事後

日常の維持保全、 及び日常点検等で劣化や損傷を確認する 。
1㎡当り　4 千円/㎡×諸経費1.5＝6千円/㎡

H4 0年度

園路広場 舗装
舗装
※駐車場を
除く

4,5 00 ｍ2 インターロッキン
グ

H 5
及び
H1 0

19 15 H2 4 B

色褪せはあるが、段差や不陸は見られない。
※平和記念広場（ 400ｍ2） は、木根によ る損傷が全体的に見られる。

※滑り台附近（ 100㎡） は、 不陸および雑草が著しい。 低 事後

日常の維持保全、 及び日常点検等で劣化や損傷を確認する 。
平和記念広場と滑り台附近は、損傷があるので更新する。

1㎡当り　4 .5千円/ ㎡×諸経費1.5≒7 千円/㎡
H25 年度　5 00 ㎡

H 35 以降　4000 ㎡
3,5 00

園路広場 人道橋 人道橋 1 橋 コンクリート
H1 0
推定

14 60 H2 4 A

異常なし。

低 事後

日常の維持保全、 及び日常点検等で劣化や損傷を確認する 。
造成年+処分制限年数×1.0の時期に更新費用を見込む。

H7 0年度

修景施設 彫像 銅像 1 基 金属 H 7 17 34 H2 4 A

異常なし。

低 事後

日常の維持保全、 及び日常点検等で劣化や損傷を確認する 。
造成年+処分制限年数×1.5の時期に更新費用を見込む。

H5 8年度

修景施設 彫像 モニュメント 1 基 金属 S6 1 26 34 H2 4 A

異常なし。

低 事後

日常の維持保全、 及び日常点検等で劣化や損傷を確認する 。
造成年+処分制限年数×1.5の時期に更新費用を見込む。

H4 9年度

修景施設 水流 石積水路 18 0ｍ 石、コンクリート
H1 0
推定

14 40 H2 4 A

異常なし。

低 事後

日常の維持保全、 及び日常点検等で劣化や損傷を確認する 。
造成年+処分制限年数×1.0の時期に更新費用を見込む。

H5 0年度

修景施設 園名石 園名石 1 基 石 H1 0 14 38 H2 4 A

異常なし。

低 事後

日常の維持保全、 及び日常点検等で劣化や損傷を確認する 。

造成年+処分制限年数×1.5の時期に更新費用を見込む。
H6 7年度

休養施設 ベンチ ベンチ 35 基 樹脂、木、金属

H 5
～

H1 0
推定

19 7 H2 4 C

樹脂製座板：紫外線劣化により欠損
木製座板： 腐朽、ささくれ
※健全度C が9基、健全度Bが26基 中 事後

日常の維持保全、 及び日常点検等で劣化や損傷を確認する 。
劣化予測に基づく時期に更新費用を見込む。
健全度B：9 年後に更新、健全度C： 4年後に更新
１基当り　1 56千円/ 基×諸経費1 .3≒2 00 千円

H2 8年度　 9基
H3 3年度　2 6基

1,8 00 5,2 00

休養施設 ベンチ
サークル

ベンチ
1 基 木、金属 H 6 18 7 H2 4 C

色褪せ腐食、ささくれ

中 事後

日常の維持保全、 及び日常点検等で劣化や損傷を確認する 。

劣化予測に基づく時期に更新費用を見込む。
健全度C：4 年後に更新
１基当り　8 81千円/ 基×諸経費1 .3≒1 15 0千円

H28 年度 1,1 50

休養施設 野外卓
テーブ ル
セット 1 組 木、金属 H 6 18 7 H2 4 B

色褪せ、ささくれ

低 事後

日常の維持保全、 及び日常点検等で劣化や損傷を確認する 。
劣化予測に基づく時期に更新費用を見込む。
健全度B：9 年後に更新

１組当り　3 10千円/ 組×諸経費1 .3≒4 00 千円

H33 年度 4 00

休養施設 休憩所 シェルター 1 基 樹脂、ステンレス H1 0 14 18 H2 4 A

異常なし。

低 事後

日常の維持保全、 及び日常点検等で劣化や損傷を確認する 。
造成年+処分制限年数×2.0の時期に更新費用を見込む。

H4 6年度

休養施設 休憩所 四阿 1 基 木造 H6 18 19 H2 4 D

支柱部地際に重度の腐朽が見られる。
その他木部材は色褪せ、干割れが見られる。 特に破風板が著しい。
※構造材の重度腐朽なので使用禁止とした。

高 事後

現状で損傷大なのでH26に更新する。
※使用期間（寿命）は実測値であるH2 4- H6=1 8年とする 。
更新後は金属製を想定してLCC比較した結果、事後保全が有利であった の

で
使用見込み期間は19年×2＝38 年後とする

H26 年度
H64 年度 4,400

遊戯施設 スプリン グ
遊具

スプリング
遊具

3 基 樹脂、鋼 H2 0 4 10 H2 4 A

劣化、安全領域、規準に問題なし。

低 予防

日常の維持保全、 及び日常点検等で劣化や損傷を確認する 。 スプリング部　H3 0交換（ 以降7年毎）

H4 5年度 3 60

遊戯施設 滑り台 滑り台 1 基 鋼 H 5 19 15 H2 4 C

本体は処分制限期間を過ぎて おり、塗装のすり減り、 剥離、発錆等の
劣化が見られる。

周辺物と遊具本体との離隔が不足している。
指の挟み込み、ボルトの突起、絡まり引っかかり箇所が見られる。
基礎コンクリートが露出している。
※安全基準不適合箇所が多く、使用禁止判定に至る。

高 予防

基準不適合箇所を改善し、使用可能な状態にする。 鋼製部材　H 26塗装
滑降部材　H 26 損傷ロ ーラー部材交換

基礎露出部　H2 6ゴムチップ舗装
指挟み隙間部　H26プレート溶接
突起部　 　H26突起ボルト部の改良

H4 1年度 2,170

遊戯施設 複合遊具 複合遊具 1 基 鋼 H 20 4 15 H2 4 B

鋼製部材に局所的な塗膜剥離、すり減り、発錆が見られる。
木製部材に色褪せ、軽微な干割れが見られる。
樹脂部材に局所的な欠損が見られる。
ロープに軽度のすり減りが見られる。
本体と他遊具との離隔不足が見られる。
滑り台着地部にくぼみが見られる。

低 予防

日常の維持保全、 及び日常点検等で劣化や損傷を確認する 。 鋼製部材　H 27 塗装（ 以降5年毎）
滑降部材　H 32 交換（ 以降12 年毎）
木製部材　H 27 部分補修
クライ ミングホールド　H 27部分交換（以降３年毎）
クレ モナロープネ ット　H27部分補修（以降３年毎）
コン パウンド ロープ　H2 7 部分補修
破損部材　H 27 交換

H5 6年度 85 0 3 00 83 0 3 00

遊戯施設
スーパー

スクープ

スーパー

スクープ
2 基 鋼 H3 21 15 H2 4 D

本体は処分制限期間を過ぎて おり、塗装のすり減り、 剥離、発錆等の
劣化が見られる。
ショベル部が摩耗によって 鋭利な状態である。
周辺物と遊具本体との離隔が不足している。
頭部・胴体の挟み込み箇所が見られる。
基礎コンクリートが露出している。
※使用禁止。廃盤である ため、更新の場合は他種遊具となる。

高 -

ショベル部が摩耗し、鋭利で危険な為、撤去する。

- 3 0

遊戯施設
ターザン
ロープ

ターザン
ロープ

1 基 鋼 H3 21 15 H2 4 C

本体は処分制限期間を過ぎて いるがH19 に修繕されており、塗装のす
り減り、剥離、発錆等の劣化が見られるが比較的健全である 。

緩衝タイヤのへたりが見られる。
周辺物と遊具本体との離隔が不足している。
頭部・胴体・指の挟み込み、ボルトの突起、絡まり引っかかり箇所が見
られる。滑走部に石が露出している。

※安全基準不適合箇所が多く、使用禁止判定に至る。

高 予防

基準不適合箇所を改善し、使用可能な状態にする。 鋼製部材　H 26部分塗装（以降5年毎）
緩衝部材　H 26 交換（ 以降5年毎）

ケーブル、滑車、握り　H26交換（以降5年毎）
着地面　 H26 石除去、盛土
指挟み隙間部　H26丸棒溶接
突起部　 H26 突起ボルト交換

H3 9年度 1,370 8 60

運動施設 野球場 市営野球
場

1 式 グラウンド
（混合土、芝）

H2 0
補修

4 30 H2 4 A

適切に管理されている。

低 事後

内野整備管理委託に年間400千円

H6 5年度

運動施設 武道館 武道館 1 式 RC造 S53 34 47 H2 4 -

金属部材の腐食、コン クリート部材の凍害、中性化によ る鉄筋露出が
見られる。

- - -

運動施設 多目的
運動広場

多目的
運動広場

1 式 グラウンド
（混合土）

H1 1 13 30 H2 4 A

異常なし。

低 事後 H5 6年度

運動施設 多目的
運動広場

多目的
運動広場

1 式 防球フェン ス H1 1 13 18 H2 4 A

異常なし。

低 事後 H4 7年度

運動施設 弓道場 弓道場 1 式 木造 S58 29 22 H2 4 -

金属屋根の発錆、鉄骨材の塗装劣化、鋼製柵の著しい腐食が見られ
た。

- - -

対策内容（ 改築、更新含む） ・時期対策を 踏ま えた

更新見込み年度
主要部材 管理類型

設置

年度

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・ 更新の考え 方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過

年数

具体的

施設名称

処分制限

期間など

四阿更新

鋼部材塗装
損傷ローラー交換
ゴムチップ舗装
隙間部プレート溶接
突起ボルト改良

スプ リン グ交換
３基分

撤去費用

鋼部材部分塗装
緩衝材交換
ケーブル、 滑車、握り部 交換
指挟み隙間部の改良
突起ボルト改良
着地部石除去・ 盛土

鋼部材部分塗装
緩衝材交換
ケ ーブル、滑車、
握り部交換

塗装

滑降部 の

部材交 換

ロープ類と

クライミング

部材交換

ロープ類と

クライ ミング
部材交換

鋼部材塗装

木部材、
ロ ープ類、

クライミ ング、
破損部

の部材交換

平和記念広場
遊戯広場

計９基

休養広場
四阿の下

（様式３） 公園施設 長寿命化計画 調書　（公園施設 種類別現況）

園路広場 舗装 1

修景施設 植栽
芝生

2

修景施設 園名石 1

修景施設 パーゴラ
ガゼボ

9

修景施設
銅像
モニュメント

12

修景施設
噴水
池
水琴窟

4

休養施設 四阿 1

休養施設 ベンチ 57

休養施設 野外卓 4

遊戯施設
ぶらんこ
滑り台
複合遊具

3

遊戯施設
スプリング
遊具
スツール

2

遊戯施設 砂場 2

教養施設
野外ｽﾃー ｼﾞ
鳥小屋
温室

3

教養施設 石碑 5

便益施設 便所 2

便益施設
売店
時計塔

2

便益施設 水飲み 4

管理施設 車止め 25

管理施設
管理小屋
展示館
旧校舎

3

管理施設 門 4

管理施設
照明灯
引込柱
分電盤

41

管理施設 さく 1 園路広場 修景施設 休養施設 遊戯施設 運動施設 教養施設 便益施設 管理施設 その他 計

188 1 28 62 7 0 8 8 74 0 188

種類毎施設数内訳

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施
設」、「管理施設」、「その他の施設」）

※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、
「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

合　　計

公園施設種類 公園施設名 主な公園施設の現況写真設置公園数

遊戯施設(ぶらんこ) 遊戯施設(滑り台)

 教養施設(野外ステージ) 管理施設(管理小屋)

一本木公園

遊戯施設(複合遊具) 休養施設(四阿)

修景施設(パーゴラ) 便益施設(便所)


